




Three Dimensional Analysis on Walking with High-heeled Shoes





































ルへの関心、着用時の問題点など31項目である。調査対象者は本学の女子学生 1 年～ 4 年生の176名で、
平成20年 7 月に集団調査法によって行った。　
２）対象者と実験用のハイヒール：　歩行実験のための被験者は、本学の20歳代の女子学生および女性
職員合計45名である。実験の時期は平成20年 8 月～ 9 月である。実験に用いたハイヒールはヒール高










身　　長 足　　長 足　　幅 足　　囲
平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
今回値 157.6 4.9 22.4 0.9 8.9 0.5 22.2 1.1
検定 n.s. n.s. ＊ n.s.
全国値 158.2 5.4 22.7 1.1 9.1 0.6 22.5 1.1
　　＊　5％水準で有意差あり        






　 2 台のビデオカメラ間の距離は3.4m、実験室での歩行は 2 台のカメラを結ぶ線分に平行な10mの直線
距離を 3 回往復し、 2 台のビデオカメラから見て右体側のマーカーを捉えることができる右から左への歩
























　　　    下(－)
Y座標　前(＋)

































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　            （秒）
　 ハイヒール 検定 裸足
平均 標準偏差 平均 標準偏差
スタートから最高点まで 0.41 0.08 n.s. 0.48 0.06
スタートから最終点まで 1.03 0.10 n.s. 1.00 0.10
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